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第１学年外国語活動（英語活動）指導案

日 時： 平成２１年１０月 ８日（木）公開授業Ⅰ
児 童： 男 ９名 女 ８名 計１７名
指導者： 担 任 若 松 優 子（T １）

支援員 佐々木 マリア（T ２）
場 所： １年教室

１ 単元名 フルーツランドへ出発しよう

２ 単元について
本単元では、果物を表す単語を使って、ゲームをしながら英語に親しんだり、遠足に

出発し相手とコミュニケーションを図りながら自分の欲しい果物を手に入れるという活
動を設定した。児童が、生活の中で聞き慣れている果物“ apple， peach， orange, grape，
strawberry, banana”を題材とすることで英語に対する抵抗感をなくし、全員が楽しむゲー
ムができると考えた。また、絵本「いやいやえん」（中川李枝子作）の中の「山のぼり」
を読み聞かせ、お話の続きの活動を設定することにより、遠足に行くという楽しみを持
たせ、自然に友達同士、支援員、担任と関わる必要感を持ち活動できると考えた。そう
することで、児童が自分の欲しい果物を手に入れたいという気持ちや相手に伝えようと
する意欲が高まると考えた。。
児童は、これまでに、自己紹介をしたり、色を使ってのゲームをしたりしながら支援

員と仲良く話したり、友達とゲームをしたりして英語活動をとても楽しんでいる。しか
し、自分の話したいことだけを話してしまい、相手の話を良く聞いたり、自分の気持ち
を相手に伝えたりすることはまだ苦手としている児童が多い。
今回の活動では、児童が聞き覚えのある果物の名前を使って活動を行うことにした。

あすなろタイムによる導入では、あいさつの歌やさよならの歌、本時の活動の中心で扱
う果物の単語を事前にゲームを通して慣れさせる活動を行う。
本時では、前時で既習した数のゲームで体を動かしたり、チャンツのリズムに乗って

発音したりすることで、英語に親しむ活動を行うとともに、お礼の言葉など相手と良い
関係を築くための表現にも慣れさせていく。メインレッスンのゲームでは、全員が果物
の名前に親しむことができるゲームを設定し、一人ひとりができたという満足感を味わ
わせるようにしたい。
また、実際のコミュニケーションの場面では、自分たちのグループが欲しい果物を相

談してもらいに行く場面を設定し、友達の話を良く聞いたり、自分の思いを持ち相手に
伝えたりする活動ができるようにしたい。その中で、支援員や担任から果物をもらう時
には、“～ please.”“Thank you.”など、コミュニケーションを円滑にする英語表現にも親
しませるようにしたい。（場の設定）
教師の評価では、あすなろタイムや本時の中において、６つの視点で意識的にほめる

場面を作り意欲を高めたい。本時の視点であるラウドボイスについては、活動毎に声が
けをしていきたい。また、ご褒美シールを用い活動への意欲も高めたい。（評価の工夫）

３ 単元の目標
果物を表す単語に慣れ親しみ、自分の思いを伝えようとする。

４ 単元の評価規準
（１）コミュニケーションへの関心・意欲・態度
・進んで果物を使ったゲームに参加しようとする。
・欲しい果物を友だちに相談し、伝えようとする。
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５ 単元計画
＜あすなろタイム 15 分×３ 本時 45 分×１＞

時 目標と主な活動 言語材料
表現 語彙

あ ○学習の見通しを持つ。 ～ in English. apple， peach， orange
す ・絵本の「山のぼり」を読む。 ～ please． banana
な ・物語に出てくる英語の言葉に親し
ろ む。
１
あ ○果物のゲームに親しむ。 grape， strawberry
す ・フルーツタッチゲームをする。
な ・フルーツバスケットをする。
ろ
２
あ ○知りたい言葉を聞く表現に親しむ。 Thank you.
す ・物当てゲームをする。 ～ please.
な ・おたずねゲームをする。 Here you are.
ろ You're welcome．
３
本 ◎果物を使ったゲームに進んで参加し、
時 自分が欲しい果物を相手に伝えよう

とする。
・自分たちの欲しいフルーツを採りに
行こう。

◇果物を使ったゲームに進んで参加し、
自分が欲しい果物を相手に伝えよう
としていたか。

６ 本時の活動
（１）目標

進んで果物を使ったゲームに参加し、自分が欲しい果物を相手に伝えようとす
る。

（２）仮説に関わる具体的な手だて
「生き生きとコミュニケーションをしようとする子どもの育成」を目指すため、
次の手立てを取り入れて学習活動を展開する。

①仮説１（他者との関わりを楽しく体験する場の設定）に関わって
ア 全員が果物と親しめるゲームを行い、意欲が持てるようにする。

②仮説２（効果的な評価の工夫）に関わって
ア ６つの視点で望ましい姿の児童を活動毎に取り上げほめるようにする
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（３） 展開
段階 学 習 活 動 留意点

児 童 Ｔ１ Ｔ２
Greeting １ 英語であいさつを ・気持ちよく英

warm-up する。 ・児童と一緒に歌 ・児童にあいさ 語の活動に入
3 分 ２ 歌を歌う。 う。 つをする。 れるように指

♪ Hello song ♪ ・児童と一緒に 導者が笑顔を
輪の中に入り 心がけ歌う。
歌う。

Review ３ 復習をする。 ・不安な児童の
・チャンツにのって自 ・リズムに乗って ・自己紹介を聞 そばへ行き、

10 分 己紹介をする。 大きな声で自己 きほめる。 一緒に自己紹
紹介してる児童 介をする。
をほめる。 ・相手に伝わる

・アップダウン数クイ ・ゲームの指示を ・クイズに答え ように大きく
ズ 出す。 る。 ジェスチャー

・数のカードを準 するように声
備する。 をかける。

Main ４ 本時のめあてを確 ・課題を提示する
Lesson 認する。 ・お話の続きをす ・お話の流れに

る。 沿って、活動

25 分 フルーツランドへ行こう。 ができるよう
に紙芝居を用

（ラウドボイス） 意する。
・自分の欲しい果物が相手に伝わる
ようにはっきりと話す。 ・小鬼姿で登場 ・遠足へでかけ

する。 るという意識
５ 「山のぼり」のお ・今日の気をつけ 付けをする。
話の続きを聞く。 るポイントを話

す。

・望ましい姿の
児童を取り上
げほめる。

（仮説２ア）

６ 果物のゲームをす ・リズムボックス ・リズムに合わ ・リズムに乗っ
る。 を準備し、チャ せてチャンツ て、果物の言

・チャンツで単語練習 ンツの指示を出 のリードをす い方に慣れ親
をする。 す。 る。 しませるよう

・ゲームの指示を ・一緒にゲーム にする。
出す。 に入り活動し ・ゲーム用の果

・フルーツバスケット ながら、はっ 物カードを準
・全員が果物と きり言えた児 備する。
親しめるゲー 童をほめる。
ムをする。
（仮説 1 ア）

７ 友達と一緒に果物
を採りに行く。

・小鬼の役にな ・Ｔ１とＴ２で
・グループで自分の欲 り演技をする。 演示する。
しい果物を話す。 ・相手の目を見

Ｔ１：～ please. てはっきり言
Ｔ２：How many ？ うことが大切
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Ｔ１：Three,please. だと言うこと
Ｔ２：Here you are. を演じてみせ
Ｔ１：Thank you. る。
Ｔ２：You're welcome.

・果物のもらい方の練 ・練習をリード
習をする。 する。

・上手く言えな
・自分の欲しい果物を ・小鬼の役にな い児童には出
採りに行く。 り、演技をする。 だしの言葉を

・上手く言えない 言う等支援を
児童には出だし しながら果物
の言葉を言う等 カードをわた
支援をしながら す。
果物カードをわ ・果物を集める ・シールをもら

・採りにいった果物を たす。 ことが出来た うときも、支
友達に分ける。 チームにご褒 援員との関わ

・友達の果物もも 美シールを貼 りを大切にし
らうことができ る。 “Thank you ”
たか確認する。 と言うように

・友達にも果物を 声をかける。
分ける指示を出
す。

End of ８ 本時の感想を発表 ・良くできた点を ・児童の感想を ・楽しかったこ
Lesson する。 ほめ、楽しかっ 聞く。 とを交流し合

7 分 ９ 歌を歌う たことを話させ ・活動について う。
♪ Good bye to you ♪ る。 ほめる。 ・次時への意欲
・“Good bye. See you.” ・児童とハイタ を持たせる。
と言ってあいさつ ・あいさつをする。 ッチをして触
をする。 れ合い別れる。

（４）評価
進んで果物を使ったゲームに参加し、自分が欲しい果物を相手に伝えようとし

ていたか。 （コミュニケーションへの関心・意欲・態度）


